
★２　臨床検査学科は申込時にコースを選択する必要があります（１つのコースにしか参加できません）。

学科

理学療法学科

作業療法学科

言語聴覚学科

臨床工学科

診療放射線学科

鍼灸学科

［　実技体験　］

●老廃物や水分を除去する透析技術とその応用に触れてみよう

血液を清浄化する透析の技術は、約4万人の慢性腎臓病患者を治療している。この技術は，人工心肺を

用いた手術中などで水分バランスの調節を行うための血液濃縮器にも応用されている。本体験では透析

技術に触れながら、応用例として人工心肺など幅広い領域を体験してみよう。

［　模擬講義　］

●放射線科学のスペシャリストが語る診療放射線技師の役割と魅力

診療放射線技師は、診断と治療の両面から人々の健康を支える医療スタッフの一員です。本講義では、

放射線科学のスペシャリストが診療放射線技師の仕事を紹介しつつ、診療放射線技師の役割と魅力につ

いて分かりやすくお話しします。

［　実技体験　］

①スポーツトレーナーが行うコンディショニング法の紹介。実際の鍼灸治療に触れてみよう！

スポーツ現場で多用するスポーツトレーナーが行うコンディショニング法のたくさん紹介します。

手技やストレッチング法から鍼灸治療を一緒に実践しながら学びましょう。

②美容×鍼灸 卒業後姿に着目！

独立開業権がある鍼灸師のはたらく姿を覗いてみよう！開業し美容鍼灸をお客様に提供している卒業生

の声を聞けるチャンスは今年度で今回だけ！美容鍼灸で使うハリを触ったり、マネキンに刺してみる体

験や実際の鍼灸施術もお見せします！そして、「美容婦人・スポーツ・東洋医学」の見て触れる展示

ブースや耳つぼ体験コーナーも準備しています！！

［　実技体験　］

●アスリートを支える技術の可視化！君も明日のゴッドハンド！

2025年大阪・関西万博が開催されます。万博のテーマは未来社会の実験場です。森ノ宮医療大学は万

博会場に一番近い大学として、提案する未来のリハビリテーション、中でも未来の理学療法を感じてほ

しいと思います。特にアスリートに関わる理学療法士として、必要な徒手療法の技術を可視化した理学

療法教育を体験していただきます。

［　実技体験　］

●「発達領域の作業療法」でできること ～日本の子どもの健康と幸福を考える～

アスペルガー症候群、学習障害、ADHD、自閉症、成長とともに活用する作業を変えていく作業療法の

実際、そして効果を紹介します。

［　実技体験　］

●言語聴覚士による「ことば」と「飲み込み」のアプローチ

ことばの発達がゆっくりなお子様のための手作りおもちゃで遊んでみましょう！また飲み込みが難しく

なった方にとって、「水」は非常に危険な形態です。水を安全に飲むための言語聴覚士によるアプロー

チについて体験しましょう！

臨床検査学科
★２

※次のAもしくはBどれかにご参加ください。

［　実技体験　］

【Aコース／尿試験紙法とバーチャル顕微鏡体験】

尿試験紙法は健診でも馴染みのある検査です。バーチャル顕微鏡では、珍しい髄液細胞数検査を体験い

ただきます。どちらも簡易な検査ですが、それぞれどのような特徴があるか、どのように役立っている

か体験してみましょう。

【Bコース／心音と脈波を学んでみよう】

心音とは心臓にある4つの部屋の境目にある弁膜が開いたり閉じたりする時に発生する音で、聴診器や

特殊なマイクロフォンで聞くことができます。一方脈波は心臓の拍動が伝わる波動をとらえるもので

す。今回は心音や脈波のメカニズムを学習して、実際に脈のとり方や聴診器の取り扱いについて実技体

験していただきます。

【8月4日 各学科プログラム紹介】

★１　③「ちょっとまって！その手洗い大丈夫？小さな力で楽々移動」の実技体験では定員が設けられています。希望す

る方は必ず申込時に選択するようにしてください。

内容

看護学科

学科説明

※次の①～③どれかにご参加ください。

①模擬講義

●赤ちゃんの誕生 ～陣痛から新しいいのちが誕生するメカニズム～

赤ちゃんの誕生（分娩）には、３つの要素（娩出力、産道、娩出物）があります。３つの要素が調和

し、その力が発揮すると赤ちゃんは自らの頭の形を変え産道を通って生まれてきます。誕生の神秘さを

一緒に学んでいきましょう。

②看護学生トークライブ

看護学生ならではのリアルなトークが聞けるチャンス！

「普段はどんな授業をしているの?」「実習はどんな感じ?」等、看護学生のリアルを体感しませんか?

［　実技体験　］

③ 「ちょっとまって！その手洗い大丈夫？小さな力で楽々移動」★１

感染予防の第一歩となる手洗いを器具を用いてチェックしてみましょう。また、補助具を用いて小さな

力で楽に患者さんを動かしてみましょう。

③ 「身体の声を聞いてみましょう」（成人精神領域）「認知予防運動」（地域老年領域）

　 「保育体験」（母性小児領域）


